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現在の情報社会では、多くのアプリケーションやクラウドサービスが誕生し、それらを利用してさまざ
まな業務が行われています。その中でも、根強い人気を誇る「Microsoft Excel」を使って、集計や転
記、帳票作成といった日常業務をこなしている方は多いでしょう。その現場で力を発揮するのが、マイ
クロソフトのプログラミング言語である「Excel VBA」です。Excel VBAは、Excelさえあれば利用
可能であり、かつ、Excel上で行う操作の自動化が実現できるため、日々の業務改善に役立ちます。ま
た、大規模なシステム開発を行うのが難しいケースでも、Excel VBAによる業務の自動化を積み重ね
ることで、時間的コストの削減につなげられるはずです。

その一方で、生成AIの浸透により、AIにコードを書いてもらうケースも増えています。しかし、それ
を自社の業務に合わせて活かすためには、プログラミングの基礎的な知識が欠かせません。そのため、
Excel VBAのコードの内容を理解して応用できる力は、依然として、ビジネスパーソンにとって大き
な強みになるといえるでしょう。

プログラミングの習得には、「実際にコードを書いて動かす」ことが何より重要です。とはいえ、学習
を始めたばかりの頃は、オブジェクトやメソッドといった概念や、条件分岐・繰り返しなどの文法に戸
惑うこともあるでしょう。基本的な自動化であっても押さえるべきポイントは多いので、思うように動
かず、ヤキモキしてしまう場面も少なくありません。

そこで本書では、「作って学ぶ」という考え方のもと、コードを意味ごとに区切りながらステップバイ
ステップで理解を深めていく構成としました。長いコードを一度に書くのではなく、「いま何をしてい
るのか」を確認しながら進めることで、基礎をひとつひとつ着実に積み上げられるよう工夫しています。

また、本書では実務でよく扱う「売上管理表」や「顧客リスト」などを題材に、具体的なユースケースに
沿って解説しています。実際によく登場するであろう処理から学ぶことで、実務での使い方を意識しな
がら理解を深められるでしょう。さらに、章末には練習問題を設け、学んだ内容を別の作例で確かめな
がら、理解を定着させていけるようにしました。なかには難しいものもあるかもしれませんが、まずは
手を動かすようにしてみてください。書いているうちにだんだんとコードの意味やVBAの構造が理解
できるようになり、その経験があなたのスキルとして身に付くはずです。

さらに、本書ではナビゲーター役として、同じ会社で働く先輩と後輩の2人に登場してもらいました。
会話形式で読み進めることで、業務をイメージしながら学べる構成になっています。「こんな会話、う
ちの職場でもありそうだな」と感じながら、ぜひ肩の力を抜いて取り組んでみてください。

本書がみなさまにとって、Excel VBAの基礎を身につける一冊となり、これからの業務の中で自動化
に取り組むきっかけとなればうれしく思います。

2026年　4月　リブロワークス

ご注意  ご購入・ご利用の前に必ずお読みください

本書に記載された内容は、情報の提供のみを目的としています。したがって、本書を用いた運用は、必
ずお客様自身の責任と判断によって行ってください。これらの情報の運用の結果について、技術評論社
および著者はいかなる責任も負いません。
■ �ソフトウェアに関する記述は、特に断りのないかぎり、2026年3月現在での最新バージョンをもと

にしています。ソフトウェアはアップデートされる場合があり、本書の説明とは機能内容や画面図な
どが異なってしまうこともあり得ます。特にMicrosoft 365は、随時最新の状態にアップデートさ
れる仕様になっています。あらかじめご了承ください。

■ ��本書は、Windows 11およびMicrosoft 365画面で解説を行っています。これ以外のバージョン
では、画面や操作手順が異なる場合があります。

■ �インターネットの情報については、URLや画面などが変更されている可能性があります。ご注意くだ
さい。

■ �本書で使用しているサンプルファイルの人物名・会社名などは、すべて架空のものです。実在の人物・
団体とは関係ありません。

以上の注意事項をご承諾いただいた上で、本書をご利用願います。これらの注意事項をお読みいただか
ずに、お問い合わせいただいても、技術評論社および著者は対処しかねます。あらかじめご承知おきく
ださい。

本書に掲載した会社名、プログラム名、システム名などは、米国およびその他の国における登録商標または商標
です。本文中では™、®マークは明記しておりません。
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先輩、あの、Excel VBAが得意と聞いたのですが……

はい、そうですよ〜。何かありましたか？

最近、部署で細かいExcelの処理が増えてきて、なんとかしたいと
いう話が盛り上がり……

ふんふん

それで、なぜか僕が社内のDX推進チームに選ばれちゃったんです
……

おお、それはすごい！

いや、驚きました……。で、会議で「できるところから自動化して
いこう」という話になり、まずは部署のExcel業務をマクロでやる
ことになりまして

なるほどなるほど

これまではマクロが入ったExcelって、ボタンを押して使うくらい
で、裏で何をしているのかは、まったくわからなかったんです。 
……で、きっかけはチームに選ばれたからではありますが、せっか
くやるならしっかり学んで、自分でも便利なマクロを作れるように
なりたいなと思っています

すごい！　私でよければ力になりますよ〜！

0-0 マクロ&VBAの勉強を
始めよう

ありがとうございます！

ちなみに、マクロ・VBAにはどんなイメージを持っていますか？

うーん、Excel専用のプログラミング言語で、たまに社内の請求書
とかにボタンが付いていて、押すと一気に処理してくれる……そん
な感じです

うんうん、大体そんな感じですよね。では、これから自動化したい
のは、具体的にどんな処理ですか？

そうですね。ファイル名を一括で変更したり、月末の売上集計表を
作成したり……。ほとんどの作業が同じパターンの繰り返しなんで
すが、手作業だと時間がかかってしまって

なるほど、VBAが得意とする内容ですね。単純な繰り返しのよう
な操作であれば、かなり時間を短縮できると思います

実際のところ、結構変わるものなんですか？

はい、内容によっては、数十分かかっていた作業もボタン1つで完
了します。さらにここがVBAの強みですが、「Excel上での操作」
なので、チームのみんなで効率アップできるところもいいですね

たしかに！　もし新しいソフトを導入するとなれば、外部とのやり
とりやコスト面でもなかなか大変ですもんね

そうですね。Excelのシート上ですぐに動作を確認できるので、初
心者でも始めやすいこともVBAの魅力の1つです。それでは、マ
クロ・VBAを業務で活かせるレベルになるまで、一緒に楽しく学
んでいきましょう！

はい、よろしくお願いします！
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でははじめに、マクロ・VBAの学習に欠かせない、基本用語の意
味とマクロ有効ブックの扱い方について確認していきましょう！

プログラム、マクロ、VBA、VBE……この辺りはなんとなく聞き
ますが、違いはよくわかっていません

そうですね、なんだかややこしいですよね。実際のところ、用語が
ごっちゃに使われてしまうこともよくあるので

あーそうだったんですか……

ということで、ここをしっかり整理してから進みましょう。用語の
違いを押さえると、全体像をつかみやすくなりますよ

基本の周辺用語を押さえよう

最初に、アルゴリズムとプログラムの意味を押さえましょう。アルゴリズムとは、ある事柄を実行する
ための方法や手順を指示したものです。たとえば「出社する」という事柄において、「起床し、朝ごはん
を食べ、駅まで歩いて電車に乗る」という一連の流れは、日常生活における1つのアルゴリズムといえ
ます。そして、このような手順（アルゴリズム）をコンピュータが理解できる形で記述したものがプロ
グラムです。さらに、このプログラムを作成する作業をプログラミングといい、専用のプログラミング
言語を使って行います。
プログラミング言語には、Python、Java、C++など、目的や特性に応じて使い分けられるさまざま
なものがあります。VBAもその1つで、主にExcelの自動化に利用される言語です。

プログラム

アルゴリズム

プログラムを書く プログラムの通り動く

・ー
・ー
・ー

0-1 マクロ&VBAの基本を
押さえる

マクロ・VBA・VBEとは？

VBA（Visual Basic for Applications）は、Excelを操作するためのプログラミング言語です。
そして、VBAによって作られたプログラムのことを、マクロと呼ぶこともあります。つまり、「VBA
という言語を使って、Excel上にマクロというプログラムを作る」という関係となっています。
マクロを使うと、たとえば次のような操作を自動化できます。

	▪データのコピー＆ペースト（2章）
	▪条件に応じた結果の表示（4章）
	▪複数のファイルやフォルダの作成・整理・名前変更（5章）
	▪毎月決まった流れで行う集計や並べ替え、グラフ作成（8章）

そして、記録したマクロを編集したり（1章）、直接VBAを入力したり（2章以降～）するには、VBE
（Visual Basic Editor） という専用の編集画面を用います。

VBAを利用できる環境
VBAは、マイクロソフトが提供するプログラミング言語です。Excelさえあれば、追加のインストール作

業や費用も不要で、すぐに使い始めることができます。手軽に始められるので、プログラミング初心者に

とっておすすめの言語の1つといえます。

なお、VBAはWordやPowerPointなど、ほかのOfficeアプリでも利用できますが、利用シーンとしては、

Excel業務の自動化や効率化に使われることが多いです。

COLUMN

VBE
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マクロ有効ブックとして保存する

VBAを利用するには、Excelブックをマクロ有効ブックとして保存する必要があります。マクロ有効
ブックとは、VBAによって作られたプログラムを保存・実行できる形式のブックのことで、拡張子は 

「.xlsm」です。通常のExcelブック（.xlsx）に保存した場合、プログラムは削除されてしまうため、
必ずマクロ有効ブックとして保存しましょう。
マクロ有効ブックとして保存するには、新しいブックを開き、保存の操作を行います。［名前を付けて
保存］ダイアログの［ファイルの種類］から［Excelマクロ有効ブック］を選択して保存します。

マクロ有効ブックとして保存すると、エクスプローラーで表示されるアイコンが下図のように変わりま
す。これにより、拡張子を表示していなくても、一目でマクロ有効ブックであることがわかります。

	▪Excelブック（左）とマクロ有効ブック（右）のアイコンの違い

マクロ有効ブックを開く

はじめてマクロ有効ブックを開くときは、警告メッセージが表示されます。表示内容に合わせて、適切
に対応しましょう。

PCのローカル環境にあるマクロ有効ブックを開くとき
PCのローカル環境にあるマクロ有効ブックを開くと、マイクロソフトのセキュリティ設定が働き、マ
クロは無効化されます。このとき、セキュリティの警告に関するメッセージバーが画面上部に表示され
ます。［コンテンツの有効化］をクリックし、マクロを有効にしてからブックの利用を開始します。

❶選択

❷クリック

インターネットからダウンロードしたマクロ有効ブックを開くとき
インターネットからダウンロードしたブックを使うときは、注意が必要です。なぜなら、作成者が不明
なファイルには、マクロを悪用したウイルスが仕込まれている危険性があるからです。このため、
Excelにはセキュリティ保護として、次の2段階の警告を表示する仕組みがあります（Excelのバー
ジョンや設定によって表示が異なる場合があります）。

本当に信頼できるブックであることを確認したのち、次の方法でマクロを有効にしましょう。

①ブックごとにセキュリティを許可する
エクスプローラーから、指定のブックのアイコンを右クリックし、［プロパティ］をクリックします。
すると、［プロパティ］ダイアログが表示されるので、［セキュリティ］欄の［許可する］にチェックを入
れます。

クリック

マクロ有効ブックである	
場合、さらにセキュリティ
リスクの警告が表示される

チェックを入れる

インターネットからダウン
ロードしたExcelブックは、
マクロを含む、含まないに
関わらず、保護ビューが表
示される。［編集を有効に
する］をクリックする
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早速、「マクロの記録」機能を使ってみたいです！

はい！　やってみましょう。ただ、マクロの記録機能では操作した
内容がそのまま記録されてしまうので、実行したい操作を正確に行
う必要があります

事前に、Excelでの操作をしっかり確認しないとですね

そうですね。ただ、記録に時間制限はないので、ゆっくり進めてい
けば大丈夫ですよ

「マクロの記録」機能とは？

マクロを作るには、VBAでコードを記述する必要がありますが、これとは別の方法として「マクロの
記録」という便利な機能も用意されています。これは、実際にExcel上で行った操作をそのまま記録し、
自動的にVBAのコードに変換してくれる機能です。
なお、コードを自分で書くか、マクロの記録を利用するかという違いはあっても、どちらも最終的には
プログラムとして同じように機能します。
次のページで解説するように、この機能にはできることの制限がありますが、「いつもの表形式に書式
を整える」「いつもと同じ表の抽出方法を適用する」といったシンプルな定型作業であれば、便利に活
用することが可能です。

Excel での操作が、自動でVBAのコードとしてプロシージャに記述される

Excel VBE

ーーーーーーーーーー
ーーーーーーーーーー
ーーーーーーーーーー
Range("B3").Select

クリック

1-1 マクロの記録とは？ マクロの記録機能の使い方

マクロの記録を使うには、大まかに次の4つの操作を行います。それぞれの詳しい操作は次の節で解説
するので、概要として下記の流れを押さえておきましょう。

①マクロの記録
　を開始

②Excel 上で
　記録したい
　操作を実行

③マクロの記録
　を終了

④マクロの記録
　の実行

マクロの記録機能の注意点

マクロの記録機能は、プログラミングが不要な一方で、注意が必要な点もあります。たとえば、以下の
ような注意点があります。

❶記録できない操作もある
Excel上での操作のため、キーボード、マウスで操作できる機能しか記録されません。たとえば、条
件分岐や繰り返しのような柔軟な処理には対応できません。

❷不要な設定まで記録されてしまう
すべての設定が自動的に記録されるため、プログラムが長くなって読みづらいです。たとえば、セルの
色を変えたいだけなのに、フォントやサイズ設定といった「裏側で保持されていた設定」まで一緒に記
録されてしまいます。

❸汎用性に欠ける
記録マクロは、「操作したときの状況」に直接関連するので、応用しにくいです。たとえば、記録時に
セルA1を選んでいれば、実行時もセルA1にしか処理が行われません。相対参照を使えば（P.40）、
開始位置は相対的に利用できるようになりますが、それでも「表の大きさが毎月変わる」「途中に空白
行がある」などの変化には対応できません。このため、業務でよくある「毎回データ量や位置が変わる
処理」には不向きといえます。

上記のような特徴を理解した上で、マクロの記録機能を活用できるようにしましょう。
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では、実際にマクロの記録機能を使って、マクロを1つ作ってみま
しょうか

おっ、どんな操作を登録するのですか？

そうですね。売上表の書式を整えたり、先月比100パーセント以
上の人だけ強調したりする操作を登録してみましょう

あ！　会議用に毎月作成しているあの資料ですね

そうそう。一度マクロを用意すれば、次の月になっても一瞬で同じ
処理が適用できて便利です

1-2でできるプログラム

Before After

1-2 マクロを記録・実行する

先月比が100パーセント以上の
データを塗りつぶす

表の書式を設定する

マクロの記録機能の操作

ここでは、マクロの記録機能の操作を順を追って確認していきましょう。

①マクロの記録を開始
［開発］タブの［マクロの記録］をクリックすると、［マクロの記録］ダイアログが表示されます。適切な
マクロの名前を入力し（P.41）、［OK］をクリックすると、マクロの記録が開始されます。なお、［マ
クロの保存先］については、P.41で説明します。

②Excel上で記録したい操作を実行
マクロの記録が始まったら、Excelでマクロに記録したい一連の操作を行います。このとき実行した
操作はすべて登録されるので、不要な操作はしないようにしましょう。

❶クリック

❷入力

❸クリック

記録したい操作を
Excel上で実行する
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それでは早速、VBAの基本用語を押さえていきましょう！

はい！

ざっくり言うと、「オブジェクト」は操作したい対象、「コレクション」
は複数のオブジェクトを管理するもの、「プロパティ」はオブジェク
トの性質や特徴、「メソッド」は操作の命令……といったところです

へえ、そうなんですね……

なんだか難しく聞こえますよね。ここからひとつずつ解説していき
ますが、今はよくわからなくても大丈夫です。まずはざっくり概要
だけ押さえていきましょう

オブジェクトとは？

オブジェクトとは、VBAにおいて操作の対象になるもののことです。VBAには数多くのオブジェクト
がありますが、まずは基本の4つ、セルを表すRangeオブジェクト、シートを表すWorksheetオブ
ジェクト、ブックを表すWorkbookオブジェクト、Excelアプリを表すApplicationオブジェクト
を押さえましょう。

2-1 VBAの基本用語を押さえる

Excelアプリを表す	
Applicationオブジェクト

ブックを表す	
Workbookオブジェクト

セルを表す	
Rangeオブジェクト

ワークシートを表す	
Worksheetオブジェクト

コレクションとは？

複数のオブジェクトを管理する仕組みのことをコレクションといいます。複数のオブジェクトをまとめ
て処理の対象としたいときは、コレクションを指定します。コレクションは、オブジェクトの複数形で
表します。

複 数 の ブ ッ ク を 表 す	
Workbooksコレクション

複 数 の シ ー ト を 表 す	
Worksheetsコレクション

たとえば、Worksheetsコレクションでは、現在アクティブなブック内のすべてのシートを取得する
場合、次のように記述します。

Worksheets

一方、コレクションの中から特定のオブジェクトだけを取得したい場合は、（）内に対象を指定して記
述します。たとえば、特定のワークシート「集計表」を取得する場合は、次のように記述します。

Worksheets("集計表")

オブジェクトの階層構造とは？

オブジェクトには階層構造があり、基本の4つのオブジェクトは下図のような構造を持っています。
もっとも下位にあるのが、セルを表すRangeオブジェクトで、その親はシートを表すWorksheetオ
ブジェクト、さらにその親がブックを表すWorkbookオブジェクト、そして最上位にあたるのが、
Excel全体を表すApplicationオブジェクトです。
これらの階層構造を理解することで、特定のオブジェクトを正確に指定することができます。

Application オブジェクト（アプリケーション）

Workbook オブジェクト（ブック）

Worksheet オブジェクト（ワークシート）

Rangeオブジェクト（セル）
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VBAでは、特定のオブジェクトを指定する場合に複数のオブジェクトの階層の間を「.（ピリオド）」で
つないで書きます。たとえば、下図のように2つのブックを開いている状態で「売上集計表」の

「2025」シートの「セルA1」を指定する場合、次のように記述します。

Application.Workbooks("売上集計表.xlsx").Worksheets("2025").Range("A1")

重要顧客 新規顧客

顧客名簿 .xlsx

2025

セルA1

2024

売上集計表 .xlsx

このように、オブジェクトの階層をすべて書くことで、「どのブックの、どのシートの、どのセルか」
を正確に指定できます。
しかし、このような記述を毎回書くのは面倒です。VBAでは基本的に、現在アクティブになっている
ブックやシートの指定は省略できます。たとえば、すでに「売上集計表.xlsx」の「2025」シートがア
クティブになっているのなら、「Range("A1")」と記述するだけで、先ほどと同じセルを指定できます。

プロパティとは？

プロパティとは、オブジェクトが持つ性質、特徴を表すものです。プロパティを記述することで、①プ
ロパティの値を取得したり、②プロパティに値を設定したりできます。
オブジェクトによって、利用できるプロパティは異なります。たとえば、Rangeオブジェクトには、
値を取得したり設定したりするValueプロパティがあります。

オブジェクト
Range("A1")

プロパティ
Value（100を取得する）

プロパティ
Value（100を設定する）

①オブジェクトから情報を取得する

②オブジェクトに情報を設定する

①プロパティの値を取得する
対象のオブジェクトの後ろに「.」でつないで記述する。

オブジェクト.プロパティ構文

Range("A1").Value

意味 セルA1の値を取得する
　

②プロパティに値を設定する
対象のオブジェクトの後ろを「.」でつなぎ、さらに「代入演算子（=）」（P.61）を使って、値を設定する。

オブジェクト.プロパティ = 設定値構文

Range("A1").Value = 100

意味 セルA1に100を設定する
　

メソッドとは？

メソッドとは、オブジェクトに何らかの操作を行う機能のことです。オブジェクトによって、利用でき
るメソッドは異なります。
たとえば、Rangeオブジェクトには、対象のセルを選択するSelectメソッドがあります。

オブジェクト
Range("A1")

メソッド
Select（選択する）オブジェクトを操作する

メソッドでオブジェクトを操作する
対象のオブジェクトの後ろに「.」でつないで記述する。

オブジェクト.メソッド構文

Range("A1").Select

意味 セルA1を選択する
　

また、メソッドには情報を指定するものもあります。これを引数（ひきすう）といいます。引数は、メ
ソッドに対してより具体的にどのような操作を行うのかを示す情報です。たとえば、Replaceメソッ
ドは、指定の文字を別の文字に置き換えるメソッドですが、「どの文字を」「なんの文字に」置き換える
のかという指定を引数に記述します。

引数ありのメソッドでオブジェクトを操作する
対象のオブジェクトの後ろに「.」でつないで記述する（引数の記述方法は、P.65を参照してください）。

オブジェクト.メソッド 引数1, 引数2,...構文

Range("A1:A10").Replace "エクセル", "Excel"

意味 セル範囲A1:A10にある「エクセル」という文字列を「Excel」に置換する
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さて、VBAの基本用語を学んだところで、それらを組み合わせて、
表のタイトルを設定してみましょう！

お〜、具体的にはどんなことを？

表タイトルに「値を設定する」「フォントを変える」というよくある
作業を、VBAで作ってみます。実際のコードを書いてみることで、
ここまでの知識がつながってくるはずです！

はい！

ちなみに、コーディングを始めると必ずといってよいほどエラーが
発生すると思います。エラーへの対応は4章で解説しているので、
合わせて確認してください

2-2で作成するプログラム

After

Before

2-2 値を入力する／フォントを
設定する

値の入力と書式の設定

セル番地を参照する

値を入力したり、フォントを設定したりするには、セル番地を参照する必要があります。セル番地やセ
ル範囲を参照するには、Rangeプロパティを利用します。

Rangeプロパティ
セルまたはセル範囲を参照する。

Range("セル番地")構文

Range("A1")
Range("A1:C1") 
Range("A1,C1")

意味 �セルA1を参照する 
セル範囲A1:C1を参照する 

セルA1とセルC1を参照する
　

アクティブセルを参照する

アクティブセルを参照するには、ActiveCellプロパティを利用します。

ActiveCellプロパティ
現在選択しているセルを参照する。

ActiveCell
　

セルの値やフォントの書式を取得・設定する

セルの値や書式を取得したり設定したりするには、Valueプロパティを利用します。

Valueプロパティ
セルに入力されている値を取得する。またセルに入力したい値を設定する。

Rangeオブジェクト.Value構文

Range("A1").Value

意味 セルA1の値を取得する

Range("A1").Value ＝ 100

意味 セルA1に100を設定する
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フォントの設定には、Fontオブジェクトを利用します。これは、書式に関するさまざまな情報を管理
するオブジェクトです。
Fontオブジェクトを取得するには、Fontプロパティを利用します。フォント名を取得、設定するには、
Nameプロパティを利用します。

Fontプロパティ
Fontオブジェクトを取得する。

Rangeオブジェクト.Font構文

Range("A1:A10").Font

意味 セル範囲A1:A10のフォントを表すFontオブジェクトを取得する
　

Nameプロパティ
フォントの名前を取得したり、設定したりする。

Fontオブジェクト.Name構文

Range("A1:A10").Font.Name ＝ "MS ゴシック"

意味 セル範囲A1:A10のフォントを「MS ゴシック」に設定する
　

Rangeってオブジェクト？プロパティ？
P.59で「Rangeプロパティ」と聞いて、「Rangeってオブジェクトじゃなかったの？」という疑問を持つ

かもしれません。実際には、Rangeプロパティによって、Rangeオブジェクトが返される仕組みです。

つまり、コードに書いている「Range...」はプロパティですが、その結果としてRangeオブジェクトが取

得されているのです。

COLUMN

プロパティが連続するときのポイント
Nameプロパティの例文では、FontプロパティのあとにNameプロパティを続けて指定しているため、

読み取り方に少し迷うかもしれません。こういった場合は、コードを段階的に分けて考えると理解しやす

くなります。

①Range("A1:A10").Font

①の段階では、セル範囲A1:A10に設定されているフォント情報を表すFontオブジェクトを取得していま

す。

②Range("A1:A10").Font.Name = "MS ゴシック"

②の段階では、①で取得したFontオブジェクトのNameプロパティに値を設定し、セル範囲A1:A10のフォ

ントを「MS ゴシック」に設定しています。

COLUMN

「＝（イコール）」の使い方

VBAでの「＝（イコール）」は、右側のデータを左側に入れるための記号として使うのが基本です。
たとえば次のコードは、「「Range("A1").Value」と「100」が等しい」という意味ではありません。

「セルA1のValueプロパティに100というデータを設定する」という意味になります。

Range("A1").Value = 100

右辺から左辺にデータを設定

100
Range("A1").Value

VBAでの「＝」の基本の使い方

しかし、Ifステートメント内で「＝」を使う場合は意味が変わります（If ステートメントは4章で解説
します）。この場合は、「セルA1の値が 100 と等しいかどうかを調べる」という、比較の意味になり
ます。

If Range("A1").Value = 100 Then
    Range("A1").Select
End If

右辺と左辺が等しいかを比較

100＝

If ステートメント内での「＝」の意味

Range("A1").Value

このように、「＝」は文脈によって、「代入演算子（値を入れる）」あるいは「比較演算子（値が等しいか
調べる）」という2つの役割を持っています。ただし、比較演算子として使われることが多いのは、If
ステートメントなどの条件式の中のため、基本的には「右辺のデータを左辺に設定（代入）する目的で
利用する」と押さえておけばよいでしょう。




